口腔ケア研修会　質疑応答
Ｑ１　要介護者の歯ブラシの方法でガーゼ等にイソジンをつけて行っているが効果的なブラッシング方法は？

Ａ１　まず歯磨きが嫌なことではないと認識させることが重要。そのために普段からのコミュニケーションをしっかりと行い、徐々にやさしくアプローチしてみては。
　　　歯がある場合はガーゼでケアすることは効率が悪く、また不十分です。歯ブラシで（やさしく）磨くことのほうが効果的です。

Ｑ２　加算について。歯科治療を受けている人は算定できないが、詳しく教えてほしい。

Ａ２　4月の介護保険改正では、歯科治療を受けている方にも「口腔機能向上加算」が算定できるようになる予定です（詳細は後日通知にて）。報酬単位もこれまでの100単位／月から150単位／月にアップします。また、介護予防通所介護ではアクティビティー加算（53単位）との併算定が可能となるほか、特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護型医療施設でも新たに「口腔機能維持加算（30単位／月）」が算定できることになります。
Ｑ３　利用者さんが義歯をはずしてくれない。またすぐに噛まれてしまう。どうすればよいか？

Ａ３　いきなり指や歯ブラシを口の中に入れると相手もびっくりしてしまうので、行う前に入念な声がけが大切。口の中は敏感なのでまず手足から触っていき、気持ちよく触れる環境づくりからしてみては。また故意に噛んでいるのか、反射的に噛んでしまうのかを見極めていくことも大切。反射的に噛んでしまう場合は、噛んでも大丈夫なような指ガードや歯ブラシの柄にガーゼを巻いて対応してみては。まず人間関係の構築が重要。

Ｑ４　認知症の利用者さんの家族から電動歯ブラシを使って欲しいと言われたが。

Ａ４　手動でも電動でもケアのし易い方で行うべき。その際に家族の理解を求める。

Ｑ５　本日行った健口体操以外でなにかあったら教えてほしい。

Ａ５　同じことの繰り返しだと飽きてしまうので、歌を歌ってみたり、季節の言葉を取り入れたり、音階に合わせてパタカラ体操をしたり、早口言葉などゲーム感覚で楽しみながら行ってみては。

